1 再び この 人 を 見よ 

クリスト は 「万人の 鏡」 である。 「万人の 鏡」 と 云 ふ 

意味 は 万人の クリストに 傚へ と 云 ふので はない。 たつ 

た 一 人の クリストの 中に 万人の 彼等 自身 を 発見す るか 

ら である。 わたし はわた しの クリスト を 描き、 雑誌の 

締め切 日の 迫った 為に ぺ ンを 抛 たなければ ならな か 

つた。 今 は 多少の 閑の ある 為にもう 一度 わたしの クリ 

スト を 描き 加へ たいと 思って ゐる。 誰も わたしの 書い 

たもの などに、 —— 殊に クリスト を 描いた ものな どに 

興味 を 感ずる もの はないで あらう。 しかし わたし は 四 



福音書の 中に まざまざと わたしに 呼びかけて ゐ るクリ 

ストの 姿 を 感じて ゐる。 わたしの クリスト を 描き 加へ 

るの も わたし 自身に はやめる こと は 出来ない。 

2 彼の 伝記作者 

ヨハネ は クリストの 伝記作者 中、 最も 彼 自身に 媚び 

てゐる ものである。 野蛮な 美し さに かがやいた マ タイ 

や マコに 比べれば、 —— いや、 巧みに クリストの 一生 

を 話して くれる ルカに 比べて さへ、 近代に 生まれた 

我々 に は 人工の 甘露 味 を 味 はさずに は 措かない。 しか 



し ヨハネ も クリストの 一 生の 意味の 多い 事実 を 伝へ て 

ゐる。 我々 は、 ヨハネの クリストの 伝記に 或 苛立たし 

さ を 感じる であらう。 けれども 三人の 伝記作者 たちに 

或 魅力 も 感じられる であらう。 人生に 失敗した クリス 

トは 独特の 色彩 を 加へ ない 限リ、 容易に 「神の 子」 と 

なること は 出来ない。 ヨハネ はこの 色彩 を 加へ るのに 

少く とも 最も 当代に は、 up to date の 手段 をと つて ゐ 

る。 ヨハネの 伝へ た クリスト は マコ や マ タイの 伝へ た 

クリストの やうに 天才 的 飛躍 を 具へ てゐ ない。 が、 荘 

厳に も 優しい こと は 確かで ある。 クリストの 一生 を 伝 

へ るのに 问 よりも 簡古を 重んじた マコ は 恐らく 彼の 伝 



記 作者 中、 最も クリスト を 知って ゐた であらう。 マコ 

の 伝へ た クリスト は 現実主義 的に 生き生きして ゐる。 

我々 は そこに クリストと 握手し、 クリスト を 抱き、 I 

I 更に 多少の 誇張 さへ すれば、 クリストの 髯の 匂を感 

じる であらう。 しかし 荘厳に も 劬リの 深い ヨハネの 

クリスト も 斥ける こと は 出来ない。 兎に角 彼等の 伝 

へた クリストに 比べれば、 後代の 伝へ た クリスト は、 

—— 殊に 彼 を デカダン とした 或 ロシア 人の クリスト は 

きずつ 

徒らに 彼 を 傷け る だけで ある。 クリスト は 一時 代の 

社会的 約束 を蹂躅 する こと を 顧みなかった。 (売笑婦 

や 税吏 や 癩病 人 はいつ も 彼の 話し相手 である。) しか 



し 天国 を 見なかった ので はない。 クリスト を renfant 

に 描いた 画家た ち はおの づ からかう 云 ふ クリストに 憐 

みに 近い もの を 感じて ゐた であらう。 (それ は 母胎 を 

離れた 後、 「唯我独尊」 の 獅子吼 をした 仏陀よりも はる 

かに 手よりの ない ものである。) けれども 幼児だった 

クリスト に対する 彼等の 憐 みは 多少に もしろ、 デカダ 

ン だった クリスト に対する 彼の 同情よりも 勝って ゐる _ 

クリスト は 如何に 葡萄酒に 酔っても、 何 か 彼 自身の 中 

にある もの は 天国 を 見せずに は 措かなかった。 彼の 悲 

劇 は その為に、 —— 単に その為に 起って ゐる。 或ロシ 

ァ人は 或 時の クリストの 她 何に 神に 近かった か を 知つ 



てゐ ない。 が、 四 人の 伝記作者 たち は いづれ もこの 事 

実に 注目して ゐた。 

3 共産主義者 

クリスト は あらゆる クリスト たちの やうに 共産主義 

的 精神 を 持って ゐる。 若し 共産主義者の 目から 見る と 

ことごと 

すれば、 クリストの 言葉 は 悉 く 共産主義 的 宣言に 変 

うはぎ 

るで あらう。 彼に 先立った ヨハネ さへ 「二つの 衣服 を 

持てる 者 は 持たぬ 者に 分け 与へ よ」 と 叫んで ゐる。 し 

かし クリスト は 無政府主義者 ではない。 我々 人間 は 彼 



あら は もっと 

の 前にお のづ から 本体 を 露して ゐる。 (尤も 彼 は 

我々 人間 を 操縦す る こと は 出来なかった、 —— 或は 

我々 人間に 操縦され る こと は 出来なかった。 それ は 彼 

の ヨセフで はない、 聖霊の 子供だった 所以で ある。) し 

かし クリストの 中に あった 共産主義者 を 論ずる こと は 

スヰ ツルに 遠い 日本で は少 くと も 不便 を 伴って ゐる。 

少く とも クリスト 教徒た ちの 為に。 

4 無抵抗 主義者 

クリスト は 又 無抵抗主義 者だった。 それ は 彼の 同志 



さへ 信用し なかった 為で ある。 近代で は 丁度 トルスト 

ィの 他人の 真実 を 疑った やうに。 —— しかし クリスト 

の 無抵抗主義 は 何 か 更に 柔か である。 静かに 眠って 

ゐる 雪の やうに 冷 かで はあって も柔 かで ある。 …… 

5 生活 者 

クリスト は最 速度の 生活 者で ある。 仏陀 は 成 道す 

る 為に 何年 か を 雪山の 中に 暮らした。 しかし クリスト 

たち ま 

は 洗礼 を 受ける と、 四十 日の 断食の 後、 忽ち 古代の ジ 

ャ アナリスト になった。 彼 はみ づ から 燃え尽きようと 



する 一本の 蠟燭に そっくり である。 彼の 所業 や ジャァ 

ナ リズム は 即ち この 蠟燭 の蠟 涙だった。 

6 ジャ アナ リズム 至上 主義者 

クリストの 最も 愛した の は 目 ざまし い 彼の ジャ アナ 

リズムで ある。 若し 他の もの を 愛した とすれば、 彼 は 

大きい 無花果の かげに 年と つた 予言者に なって ゐ たで 

あらう。 平和 は その 時には クリストの 上に も 下って 来 

たのに 相違ない。 彼 はもう その 時には 丁度 古代の 賢人 

の やうに あらゆる 妥協の もとに 微笑して ゐ たで あらう- 



しかし 運命 は 幸か不幸か 彼に かう 云 ふ 安らかな 晩年 を 

与へ て くれなかった。 それ は 受難の 名 を 与 へられて ゐ 

て も、 正に 彼の 悲劇だった であらう。 けれども クリス 

ト はこの 悲劇の 為に 永久に 若々 しい 顔 をして ゐ るので 

ある。 

7 クリストの 財布 

かう 云 ふ クリストの 収入 は 恐らく はジャ アナ リズム 

によって ゐ たので あらう。 が、 彼 は 「明日の こと を考 

へるな」 と 云 ふ ほどの ボヘミアンだった。 ボヘミア 



ン？ 我々 はこ こに も クリストの 中の 共産主義者 を 

見る こと は 困難で はない。 しかし 彼 は 兎も角も 彼の 天 

才の 飛躍す る まま、 明日の こと を 顧みなかった。 「ョ 

ブ記」 を 書いた ジャ アナリスト は 或は 彼よりも 雄大 だ 

つた かも 知れない。 しかし 彼 は 「ヨブ 記」 にない 優し 

さ を 忍び ， J ます 手腕 を 持 つて ゐた。 この 手腕 は少 から 

ず 彼の 収入 を扶 けた ことで あらう。 彼の ジャ アナ リズ 

ムは 十字架に かかる 前に 正に 最高の 巿価を 占めて ゐた。 

しかし 彼の 死後に 比べれば、 II 現に アメリカ 聖書 会 

社 は 神聖に も 年々 に 利益 を 占めて ゐる。 …… 



8 或 時の マリア 

クリスト はもう 十一 一歳の 時に 彼の 天才 を 示して ゐた。 

彼の 伝記作者の 一 人、 —— ルカの 語る 所に よれば、 「其 

子ィ エルサレムに 留 りぬ。 然るに ヨセフと 母 これ を 知 

らず、 三日の 後 殿に て 遇 ふ。 彼 教師の 中に 坐し、 聴き 

かつ きく もの さとき こたへ あや 

且 問ひゐ たり。 聞 者 其 知 慧と其 応対と を奇 しとせ り。」 

それ は 論理学 を 学ばずに 論理に 長 じた 学生時代の スゥ 

ィフト と 同じ ことで ある。 かう 云 ふ 早熟の 天才の 例 は 

勿論 世界中に 稀で はない。 クリストの 父母 は 彼 を 見つ 

け、 「さんざん お前 を 探して ゐた」 と 言った。 すると 彼 



中に 突然 彼女 を 驚かした 聖霊の 姿 も 思 ひ 出した かも 知 

れ ない。 「人の 皆無、 仕事 は 全部」 と 云 ふフロ オベルの 

気 もち は 幼い クリストの 中に も 漲って ゐる。 しかし 

大工の 妻だった マリア はこの 時 も 薄暗い 「涙の 谷」 に 

向か ひ 合 はなければ ならなかった であらう。 

9 クリストの 確信 

クリスト は 彼の ジャ アナ リズムの いっか 大勢の 読者 

の 為に 持て 離される こと を 確信して ゐた。 彼の ジャァ 

ナ リズムに 威力の あつたの はかう 云 ふ 確信の あった 為 



である。 従って 彼 は 又 最期の 審判の、 II 即ち 彼の ジ 

ャ アナ リズムの 勝ち誇る こと も 確信して ゐた。 尤も 

かう 云 ふ 確信 も 時々 は 動かずに ゐ なかった であらう。 

しかし 大体 はこの 確信の もとに 自由に 彼の ジャ アナ リ 

よきち の 

ズムを 公け にした。 二人の 外に 善 者 はなし、 即ち 神 

なり」 —— それ は 彼の 心の中 を 正直に 語った もの だつ 

たで あらう。 しかし クリスト は 彼 自身 も 「善き 者」 で 

ない こと を 知りながら、 詩的 正義の 為に 戦 ひつ づけた。 

この 確信 は 事実と なった ものの、 勿論 彼の 虚栄心で あ 

る。 クリスト も 亦 あらゆる クリスト たちの やうに いつ 

も 未来 を 夢み て ゐた超 阿呆の 一 人だった。 若し 超人と 



云 ふ 言葉に 対して 超 阿呆と 云 ふ 言葉 を 造る とすれば。 



^ ヨハネの 言葉 

「世の 罪 を 負 ふ 神の 仔羊 を 観よ。 我に 後れ 来らん 者 は 

我よりも 優れる 者な り。」 —— パプ テズ マの ヨハネ は 

クリスト を 見、 彼の ま はりに ゐた 人々 にかう 話した と 

伝 へられて ゐる。 壁の 上に スト リントべ リイの 肖像 を 

掲げ、 「ここに わたしよりも 優れた ものが ゐる」 と 言つ 

た、 逞しい イブセンの 心 もち は ヨハネの 心 もちに 近 



かった であらう。 そこに 茨に 近い 嫉妬よりも 寧ろ 

薔薇の 花に 似た 現 解の 美し さ を 感じる ばかりで ある。 

かう 云 ふ 年少の クリストの どの位 天才 的だった か は 言 

はずと も 善い。 しかし ヨハネ もこの 時には やはり 最も 

天才 的だった であらう。 丁度 丈の 高い ヨルダンの 蘆の 

ゆらら かに 星 を 撫でて ゐる やうに。 …… 

n 或 時の クリスト 

クリスト は 十字架に かかる 前に 彼の 弟子た ちの 足 を 

洗って やった。 「ソロモンよりも 大 いなる もの」 を以 



てみ づ から 任じて ゐた クリスト のかう 云 ふ 謙遜 を 示し 

たの は 我々 を 動かさずに は 措かない ので ある。 それ は 

彼の 弟子た ちに 教訓 を 与へ る 為で はない。 彼 も 彼等と 

変らない 「人の子」 だった こと を 感じた 為にお のづか 

ら かう 云 ふ 所業 をした ので あらう。 それ は ヨハネの ク 

リスト を 見て 「神の 仔羊 を 観よ」 と 言った のよりも 荘 

厳で ある。 平和に 至る 道 は 何び とも クリストよりも マ 

リアに 学ばなければ ならぬ。 マリア は 唯 この 現世 を 忍 

耐 して 歩いて 行った 女人で ある。 (カトリック 教はク 

リストに 達する 為に マリア を 通じる の を 常と して ゐ る- 

それ は必 しも 偶然で はない。 直ちに クリストに 達しよ 



うとす るの は 人生で はいつ も 危険で ある。) 或は クリ 

いは ゆる 

ストの 母だった と 云 ふ 以外に 所謂 二 ウス . ヴァ リュウ 

のない 女人で ある。 弟子た ちの 足さへ 洗って やった ク 

リスト は 勿論 マリアの 足 もとに ひれ 伏したかった こと 

であらう。 しかし 彼の 弟子た ち はこの 時 も 彼 を 理解し 

なかった。 

「お前た ち はもう 綺麗に なった。」 

それ は 彼の 謙遜の 中に 死後に 勝ち誇る 彼の 希望 (或 

は 彼の 虚栄心) の 一 つに 溶け合った 言葉で ある。 クリ 

スト は 事実上 逆説的に も 正に この 瞬間に は 彼等に 劣つ 

てゐ ると 同時に 彼等に 百： an する ほど まさ つて ゐた。 



^ 最大の 矛盾 

クリストの 一 生の 最大の 矛盾 は 彼の 我々 人間 を 理解 

して ゐた にも 関らず 彼 自身 を 理解 出来なかった ことで 

に はと リ な 

ある。 彼 は 庭 鳥の 啼く 前に ぺ テロ さへ 三度 クリスト を 

知らないと 云 ふこと を 承知して ゐた。 彼の 言葉 は その 

外に も 如何に 我々 人間の 弱い かと 云 ふこと を教 へて ゐ 

る。 しかも 彼 は 彼 自身 もや はり 弱い こと を 忘れて ゐ た- 

クリストの 一 生 を 背景に した クリスト 教を 理解す る こ 

と はこの 為に 一 々彼の 所業 を 「予言者 X . Y . Z の 言 



葉に 応 はせん 為な り」 と 云 ふ 詭弁 を 用 ひなければ なら 

なかった。 のみならず 畢 にかう 云 ふ 詭弁の 古い 貨幣に 

なった 後 は あらゆる 哲学 や 自然科学の 力 を 借りな けれ 

ひっき やう 

ばなら なかった。 クリスト 教は 畢竟 クリストの 作つ 

た 教訓 主義 的な 文芸に 過ぎない。 若し 彼の (クリスト 

の) ロマン主義 的な 色彩 を 除けば、 トルストイの 晚年 

の 作品 はこの 古代の 教訓 主義 的な 作品に 最も 近い 文芸 

であらう。 

^ クリストの 言葉 



「イエス …… 家に 入りて 人に 知られ ざらん 事 を 願 ひし 

が 隠れ 得 ざり き。」 —— かう 云 ふ マ コの 言葉 は 又 他の 

伝記作者の 言葉で ある。 クリスト は 度た び 隠れようと 

した。 が、 彼の ジャ アナ リズム や 奇蹟 は 彼に 人々 を 集 

おもむ 

まらせ てゐ た。 彼の イェルザレムへ 赴いた の もぺテ 

口の 彼 を 「メシア」 と 呼んだ 影響 も 全然ない こと はな 

い。 しかし クリスト は 十二の 弟子た ちよりも 或は 橄欖 

の 林 だの 岩の 山な ど を 愛した であらう。 しかも ジャァ 

ナ リズム や 奇蹟 を 行った の は 彼の 性格の 力で ある。 彼 

はこ こで も 我々 の やうに 矛盾せ ずに は ゐられ なかった- 



ゐた。 …… 

^ クリストの 歎声 

クリスト は 比喩 を 話した 後、 「どうして お前た ち は 

わからな いか？」 と 言った。 この 歎声 も 亦 度た び 繰り 

返されて ゐる。 それ は 彼 ほど 我々 人間 を 知り、 彼 ほど 

ボヘミア 的 生活 をつ づけた ものに は 或は 滑稽に 見える 

であらう。 しかし 彼 は ヒステリックに 時々 かう 叫ばず 

に は ゐられ なかった。 阿呆た ち は 彼 を 殺した 後、 世界 

中に 大きい 寺院 を 建てて ゐる。 が、 我々 は それ 等の 寺 



院に やはり 彼の 歎声 を 感ずる であらう。 

「どうして お前た ち はわから ないか？」 —— それ はク 

リスト ひとりの 歎声で はない。 後代に も 見 じめ に 死ん 

で 行った、 あらゆる クリスト たちの 歎声で ある。 

^ サド カイの 徒 や パリ サイの 徒 

サド カイの 徒 や パリ サイの 徒 は クリストよりも 事実 

上 不滅で ある。 この 事実 を 指摘した の は 「進化論」 の 

著者 ダァ ウィンだった。 彼等 は 今後 も 地衣類の やうに 

いつまでも 地上に 生存す るで あらう。 「適者生存」 は 



彼等に は 正に 当 嵌まる 言葉で ある。 彼等 ほど 地上の 適 

者 はない。 彼等 は 何の 感激 もな しに 油断の ない 処世術 

を 講じて ゐる。 マリア は 恐らく クリストの 彼等の 一 人 

でなかった こと を 悲しんだ であらう。 ゲェテ をべ エト 

ののし 

ホォヴ ェンの 罵 つたの は 正に ゲェテ 自身の 中に ゐる 

サド カイの 徒 や パリ サイの 徒 を 罵った のだった。 

n カャパ 

を さ 

祭司の 長だった カャパ にも 後代の 憎しみ は 集って ゐ 

る。 彼 は クリスト を 僧んで ゐた であらう。 が、 必 しも 



この 憎しみ は 彼 一人に あった 訣 ではない。 唯 彼 を 推し 

立てる ことの クリスト を 憎み 或は 妬んだ 大勢の 人々 に 

ほ-つ きく だ 

便利だった からで ある。 力 ャパは きららに 袍を着 下し、 

冷 かに クリスト を 眺めて ゐた であらう。 現世 は そこに 

あざけ 

ピラトと 共に 意気地のない 聖霊の 子供 を 嘲 つて ゐる。 

たいまつ 

燃えさ かる 松明の 光りの 中に。 …… 

二人の 盗人た ち 

クリストの 死の 不評判だった こと は 彼の 十字架に か 

かる 時に も 盗人た ちと 一 しょだった のに 明らかで ある。 



蔑 を 示して ゐ るのに 過き ない。 それ は 正に クリストの 

教 へた 詩的 正義の 勝利 を 示す もので あらう。 が、 彼等 

ひそ 

は、 —— サド カイの 徒 や パリ サイの 徒 は 今日で も 私 か 

にこの 盗人に 賛成して ゐる。 事実上 天国に は ひる こと 

いちじゅく まく はう リ すす 

は 彼等に は 無花果 や 真桑瓜の 汁 を 啜る ほど 重大で はな 

レ 

^ 兵卒た ち 

兵卒た ち は 十字架の 下に クリストの 衣 を 分ち 合つ 

た。 彼等に は 彼の 衣の 外に 彼の 持って ゐ たもの は 見え 



なかった ので ある。 彼等 は 定めし 肩幅の 広い 模範的 兵 

卒 たちだつ たのに 違 ひない。 クリスト は 定めし 彼等 を 

見お ろし、 彼等の 所業 を 軽蔑した であらう。 しかし 又 

同時に 是認した であらう。 クリスト は クリスト 自身の 

外に は 我々 人間 を 理解して ゐる。 彼の 教 へた 言葉に よ 

れば、 感傷 主 義的 詠嘆 は 最も クリストの 嫌った もの だ 

つた。 

^ 受難 

十字架に かかった クリスト は 多少の 虚栄心 を 持って 



ゐ たもの の、 彼の 肉体的 苦痛と 共に 精神的苦痛 にも 襲 

はれた であらう。 殊に 十字架 を 見守って ゐた マリア を 

眺める こと は 苦しかった 訣 である。 が、 彼 は 「エリ、 

エリ、 ラマ サバ クタ 二」 と 云 ふ 必死の 声 を 挙げた 後 も 

(たと ひそれ は 彼の 愛する 讃美歌の 一 節だった にもせ 

よ) 彼の 息の 絶える 前に は 何 かお ほ 声 を 発して ゐた。 

我々 はこのお ほ 声の 中に 或は 唯 死に 迫った 力 を 感ずる 

みや 

ばかりで あらう。 しかし マ タイの 言葉に よれば、 「殿 

の幔 上より 下まで 裂けて 二つに なり、 又 地震 ひて 岩 裂 

い よみが へ 

け、 墓 ひらけて 既に 寝ね たる 聖徒の 身 多く 暨 」 つた。 

彼の 死 は 確かに 大勢の 人々 にかう 云 ふ ショック を 与へ 



たで あらう。 (マリアの 脳貧血 を 起した こと を 記して 

ゐな いのは 新約聖書の 威厳 を 尊んだ からで ある。) ク 

リストの 一 言 一 行に 永遠の 註釈 を 与へ てゐる パピ 二 さ 

へこの 事実 は マ タイ を 引いて ゐ るのに 過ぎない。 彼自 

あざむ 

身 を 欺 いて ゐる パピ 二 の 詩的 情熱 は そこに も 亦 馬脚 

あら は 

を 露して ゐる。 クリストの 死 は 事実上 彼の 予言者 的 

天才 を 妄信した 人々 に は —— 彼 自身の 中に エリヤ を 見 

た 人々 に は 余りに 我々 に 近い ものだった。 従って 又 炎 

の 車に 乗って 天上に 去る よりも 恐し かった。 彼等 は 唯 

その為に ショック を 受けずに はゐ なか つたので ある。 

しかし 年 をと つた 祭司た ち はこの ショックに 欺かれ は 



しなかった であらう。 

「それ 見た ことか！」 

彼等の 言葉 はィ エルサレムから ニゥ ヨウ クゃ 東京へ 

も 伝 はって ゐる。 ィ エルサレム を 囲んだ 橄欖の 山々 を 

最も 散文的に 飛び 超えながら。 

^ 文化的な クリスト 

クリストの 弟子た ちに 理解され なかった の は 彼の 余 

りに 文化人だった 為で ある。 (彼の 天才 を 別にして 

も。) 彼等 は 大体 は少 くと も 彼に 奇蹟 を 求めて ゐた。 



哲学の 盛んだった 摩伽陀 国の 王子 は クリストよりも 奇 

蹟を 行はなかった。 それ は クリストの 罪よりも 寧ろ ュ 

ダャの 罪で ある。 彼 はロォ マの 詩人た ちに も 遜らない 

第一流の ジャ アナリストだった。 同時に 又 彼の 愛国 的 

なげう 

精神 さへ 抛って 顧みない 文化人だった。 (マコ はクリ 

スト 伝 第 七 章 二 五 以下に この 事実 を 記して ゐ る。) バ 

らくだ け ごろ も いなご 

プテズ マの ヨハネ は 彼の 前に は 路駝の 毛 衣 や 蝗ゃ野 

あら は 

蜜に 野人の 面目 を 露して ゐる。 クリスト は ヨハネの 

言 つた やうに 洗礼に 唯 聖霊 を 用 ひて ゐた。 のみならず 

彼の 洗礼 (？) を 受けた の は 十二 人の 弟子た ちの 外に 

みつぎと リ 

も 売笑婦 や 税吏 や 罪人だった。 我々 はかう 云 ふ 事実 



にもお のづ から 彼に 柔ぃ 心臓の あつたの を 見出す であ 

らう。 彼 は 又 彼の 行った 奇蹟の 中に 度た び 細かい 神経 

を 示して ゐる。 文化的な クリスト は 十字架の 上に 最も 

野蛮な 死 を 遂げる やう になった。 しかし 野蛮な バ プ テ 

ズ マの ヨハネ は 文化的な サ ロメの 為に 盆の 上に 頭 をの 

せられて ゐる。 運命 はこ こに も 彼等の 為に 逆説的な 

悪戯 を 忘れなかった。 …… 

^ 貧しい 人た ちに 

クリストの ジャ アナ リズム は 貧しい 人た ちゃ 奴隸を 



の 生んだ、 古今に 珍ら しい 天才だった。 「予言者」 は 彼 

以後に は 流行して ゐ ない。 しかし 彼の 一生 はいつ も 

我々 を 動かす であらう。 彼 は 十字架に かかる 為に、 I 

I ジャ アナ リズム 至上 主義 を 推し 立てる 為に あらゆる 

ん きょく 

もの を 犠牲に した。 ゲェテ は 婉曲に クリストに 対す 

る 彼の 軽蔑 を 示して ゐる。 丁度 後代の クリスト たちの 

多少 は ゲェテ を 嫉妬して ゐる やうに。 —— 我々 は エマ 

ヲの 旅び とたち の やうに 我々 の 心 を 燃え 上らせる クリ 

スト を 求めずに は ゐられ な い ので あらう。 

(昭和 二 年 七月 二十 三日、 遺稿) 
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